
  千葉県消費生活の安定及び向上に向けた 

            県民提案事業 

    ３回の講演会が終わりました 

 無謀とも思える３回連続の講演会は、すべてそ

れなりの参加者にご参加いただいて終わりました。

それぞれにとても良い講演会でした。内容の一部

をお伝えします。（第一回は１１月報告済み）  

 第二回 ２０１４年１１月２４日（月・祝） 

 会場 近隣センター ふさの風 ホール 

 「認知症の人の地域支援」 

講 師：上野秀樹さん 敦賀温泉病院/海上寮療

養所／千葉大学医学部付属病院地域医療連携

部 特任准教授 内閣府障害者政策委員会委員 

参加者 ６８名（内会員１８名） 

 上野先生はもとは精神科の病院に勤めていた

が、そこに認知症の人が入院していて、違和感を

覚え、認知症専門の道へ進まれた方です。 

 認知症とは、「いったん正常に発達した知的機

能が持続的に低下し、複数の認知障害があるた

めに社会生活に支障をきたすようになった状

態」。 

 認知症の方ご本人のニーズを理解することから

始めよう。適切な介護をすれば、笑顔で暮らせる

ようになる。周辺症状は認知症本人からの訴えで

もあるので、本人の声に耳を傾けて欲しい。 

 周辺症状には必ず原因がある、それを見極めて

から支援または介護してもらいたい。欲しいのは、

自分が必要とされる場、自分が役立つチャンス。

「認知症の方が生き生きとして暮らせる社会実現

のために必要なのは、私たちの社会のあり方を変

えること」と。 

 後半は、「３，１１世界中が祈り始めた！！」という

本の中からの紹介でした。「人は奪い合えば足り

ないが、分け合うと余る」。震災のときの多くの人

たちの話で結ばれました。この優しさを、認知症

の人にも向けて欲しいという願いが伝わりました。 

 心優しい上野先生は、これらの文章を涙で声を

つまらせながら紹介されました。「ふさの風」という 

我孫子方面の方にはなじみの薄い会場でしたが、

今回は専門職の方が多く参加してくださいました。

また、ご家庭内で問題を感じていらっしゃる方でし

ょうか、３回を通して男性の参加者が多くありまし

た。 

 第三回 ２０１４年１１月２９日（土） 

 会 場 湖北台近隣センター ホール 

  「認知症を学ぼう」  

講 師：細井尚人さん 袖ヶ浦さつき台病院認知     

症疾患医療センター長     

参加者 ７４名 （内会員２０名）   

 細井先生は基本的な認知症についての知識を 

とてもわかりやすく話してくださいました。 

 まず、日本人の平均寿命が延びていること。８５

歳以上の約５０％が認知症。誰もがなりうる病気。

完全に予防することはできないが、できるだけ発

症や進行を遅らせる方法を考えようと。 

 代表的な原因には「アルツハイマー型」「前頭側

頭型」「レビー小体型」「脳血管疾患（血管性）」「ア

ルコール性」などがある。それぞれに症状が異な

り、対応の仕方にも工夫する必要がある。 

 認知症の危険因子としては、・加齢・女性・飲酒 
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・喫煙・運動不足・糖尿病・高血圧・うつ病・頭部外

傷・ストレス等があるが、何よりも孤独にならないこ

とが一番の予防。 

 ・アンチエイジング・生活習慣病の治療・社会で

の役割をもつの三つが柱。・運動・日本食（減塩） 

・腹八分・会話・笑顔が最大の予防になると。 

 この後は、認知症の型による治療法等の説明を

詳しくしてくださいました。薬は進行を遅らせること

は出来ても、現在は完全に止める薬はない。大事

なのは「かかわり」や「役割」である。 

 認知症になったら・家族による見守り・お手伝い

（自助）・地域の見守り・支えあい（互助）・介護保険

によるサービス（公助）。そして介護保険の利用法

と今後の見通しにも話が進みました。 

 認知症の人は・周囲への違和感から不安にな

る・叱られたり、否定をされると悲しくなる・笑顔で

話しかけられると安心する・話を聞いてもらうと嬉

しくなる。このような状況を充分理解して接してあ

げることが大切です。 

 繰り返すようですが、最後に細井先生は「認知

症を知ろう」という項目を立てられ、・誰でもかかる

病気であることを理解しましょう・完全な予防をす

ることはできないが、発症を少しでも遅くする生活

習慣を心がけましょう・認知症になっても住みや

すい街を作りましょう、と結ばれました。 

 上野先生も細井先生もとてもお優しい人柄で、

そういう性格だから認知症専門医になられたのか、

認知症に関わると優しい性格になられるの

か？？？と感じました。私たちが作ったリーフレッ

トを多くの人に読んでもらい、住みやすい我孫子

の一助になればと思います。 

 県民提案事業としては、のぼり旗とリーフレットの 

設置のお願いがまだ少し残っていますが、今後と

も皆様のご協力をお願いします。 

   １ 月 定 例 会  

 １月５日（月）10:30～16:30 

  我孫子南近隣センター ８Ｆ調理室 

 新年会を含めて行います。会費 ５００円 

大鵬のちゃんこ鍋をつくる予定です。どなたで

も参加できます。どうぞご参加ください。 

    ２ 月 定 例 会 

 ２月２日（月）13:30～16:30 

 我孫子南近隣センター８Ｆ 調理室 

定例勉強会 ４０周年を過ぎた消費者の会 

 子ども商品のリコールアンケート 

     一定の成果  

 千葉県消費者団体連絡協議会の県民提案事業

として取り組んだものの、我孫子の状況を報告

します。  

 ベビーカーや家庭内で使う椅子等、小さい子

ども用の商品にも意外と欠陥が見つかって、リ

コールになっている商品があります。そのまま

使うことは危険です。今回は消費者庁提供の資

料から３４品目を一覧表にして、子育て中の方

にアンケートをしました。 

 我孫子市の子育て支援室「にこにこ広場」と

「すくすく広場」我孫子南地区社協の「とおん

記号」や、天王台北近隣センターのご協力をい

ただきました。１１０通配布して回収が９８通

でした。 

 今回配布の一覧表の中に使っている商品があ

るか？の質問には４０人が「ある」と回答。も

っとも多かったのが、「バンボ ベビーソファ」

で２３人。ベビーカーも４台ありました。 

 消費者庁のホームページにリコール情報サイ

トがありますが「登録したいと思いますか？」

という問いに「したい」が４２人。 

 千葉県内８市で取り組んでいるもので、集計

はこれからですが、一定の啓発活動になったも

のと思いました。 

    甘夏は２月に到着 

 水俣の無農薬の甘夏みかんは、２月に到着し

ます。昨年と同じ１０kg 2,500円。１月中に中

村さんへ。７１８２－７９３５ 

 風邪のため発行が遅れましたことを

お詫びします。どうぞ良いお年を！！ 


